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テストベッド分科会 位置づけ



テストベッド分科会の役割と実績

テストベッド分科会では

• 「競争的」な事業ではなく「協調的」な活動を支援

• どんな設備・機器が必要かを議論

• 既存設備活用のための知識やノウハウを共有

これまで

・ LPWAテストベッド

・ キャラバンテストベッド
・ テストベッド活用研究会など を実現

継続的な議論を実施



テストベッドに関する課題意識

• データ分析・可視化（特に可視化側）について、
ツール／ノウハウの技術が共有されていないのでは？

• 特に地理空間情報＋時系列データを同時に分析したい

• IoTデータについても、まだまだ不十分では？

⇒ 費用対効果が見られないのが問題ではないか
（可視化の必要性はみんな分かっているけど、

ツール作成のコストに対し、成果がわかりにくい）
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テストベッド分科会でのこれまでの議論



B5G時代のテストベッドに向けて
物理的な「モノ・デバイス」の進化だけでなく、

ソフト的な進化を進めるべき

• ビルディング・ブロックの共通化（ツール・ライブラリ）
• ソフトウェアのライフサイクルを考慮すべき

• 長期間維持されるソフトウェア・ツール・ライブラリが重要

• 一定数の利用者がいないと維持できない

• 例： データ分析・可視化
• データ分析 は、Python などにライブラリは多数

• データ可視化は不十分（単なるグラフ化にとどまっている）

• 分析から可視化への流れのノウハウが重要

•ノウハウの共有化
• 最新のベスト・プラクティスが共有できていない

• 手軽にドキュメント化／記録を行う技術

• 貴重な研究者の時間をドキュメント化に使わない仕組み
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まとめ

• Ｂ５Ｇ時代には、ネットワーク技術・ソフト技術が複雑化し、
容易にキャッチアップできない（複数の専門性が必要）

• 技術に興味がある人 ↔ 真の技術者
（この間のギャップが拡大）

• 適切な技術を使うためのノウハウが明確化されていない

• ベースレベルが低いと、高いレベルの研究開発が困難
• 試行錯誤の無駄な時間を可能な限り減らせるように

• ネットワークや可視化の専門家でなくても活用できるように

• 実データ・実サービスを触るための基礎技術を
学べる現場（テストベッド）が必要では？


